
 

 

 

桶川市第五次総合振興計画について 
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1. 桶川市の総合振興計画 

計画回次 計画期間 将来都市像 
目標人口（人） 

計画策定時人口※１ 

第一次 
昭和 47 年 3 月

～昭和 60 年 
緑濃き豊かな文化都市の建設 

100,000 

42,263（2.37 倍） 

第二次 
昭和58年9月～

平成 12 年 10 月 

うるおいのあるおちついた文化 

都市桶川 

100,000 

57,993（1.72 倍） 

第三次 
平成 3 年 4 月～

平成 23 年 3 月 
県央の生活文化都市ニュー桶川 

120,000 

69,298（1.73 倍） 

第四次 
平成13年9月～

平成 23 年 3 月 

はつらつとした緑豊かな市民文化

都市おけがわ 

80,000 

74,368（1.08 倍） 

第五次 
平成23年4月～

令和 3年 3月 

みんなで つくり 育む 活気 

あふれる交流拠点都市おけがわ 

77,000※２ 

75,422（1.02 倍） 

※１：計画策定年次の 4月 1 日の住民基本台帳人口。（ ）内は計画人口との倍数。 

※２：桶川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 28 年 3月）では、74,000 人（令和 2年 1 月

1 日現在）を目標人口として設定。 

 

 第五次総合振興計画では、第四次までの駅を中心としたまちづくりから、生活

圏域毎に拠点を配置する「集約型都市構造」へ土地利用を転換している。 

第一次総合振興計画土地利用 第二次総合振興計画土地利用 

  

第三次総合振興計画土地利用 第四次総合振興計画土地利用 
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第五次総合振興計画土地利用 

 

 

第五次総合振興計画 集約型都市構造の概念 

 

 

５ 川田谷地区 

３ 日出谷地区 

１ 既成市街地 

２ 坂田地区 

４ 加納地区 

駅 
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2. 第五次総合振興計画の概要 

 計画期間を１０か年とし、長期計画（１０か年）としての基本構想、中期計画

（前後各５か年）としての基本計画、短期計画としての実施計画（３か年）の

３階層により構成している。 

 将来像「みんなで つくり 育む 活気あふれる交流拠点都市 おけがわ」の

実現に向け、まちづくりを推進する。 

基本構想 

（第１階層） 

第１章  

目的と期間 

本市の将来の姿を示す将来像を掲げるとともに、その実現に必要とされ

る施策の大綱を定める。 

計画期間は、平成２３年度から令和２年度までの１０年間。 

第２章 

基本理念 

一人ひとりを大切にするまち 

安心・安全に住み続けられるまち 

人と自然が共生するまち 

活力に満ち人が集うまち 

みんなでつくるまち 

第３章 

将来像 
みんなで つくり 育む 活気あふれる交流拠点都市 おけがわ 

第４章 

まちづくり

の枠組み 

人口フレーム 目標人口（令和２年） ７７，０００人 

土地利用（基本方針）⇒集約型都市構造の形成 

 ・歩いて暮らせるまちづくり 

 ・広域交通網をいかしたまちづくり 

 ・水辺と農が調和するまちづくり 

第５章 

施策の大綱 

だれもが主役の桶川をつくる【参画・協働】 

生きる力を育み次代に繋げる桶川をつくる【教育・文化】 

共に支え合いいきいきと暮らせる桶川をつくる【健康・福祉】 

環境にやさしく安心・安全に住み続けられる桶川をつくる【市民生活】 

みどりと調和した暮らしやすい桶川をつくる【みどり・都市基盤】 

にぎわいと活力ある桶川をつくる【産業】 

計画的で将来を見据えた桶川をつくる【行財政運営】 

基本計画 

（第２階層） 

 基本構想に基づき行政の分野ごとに現状と課題を明らかにし、必要な施策を総

合的、体系的に定めている。基本構想における施策の大綱毎に各取組を展開。計

画期間は前期、後期各５年、計１０年間とし、施策の目的達成度を測るための指

標を設定。 

実施計画 

（第３階層） 

 基本計画で示された施策について、財政状況や社会経済情勢を考慮し、具体の

計画を定める。計画期間は３年間とし原則として毎年度見直しを行う。 

 

【計画体系図】 
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① 土地利用の基本方針 

 市域を基礎的なコミュニティとして「１既成市街地、２坂田地区、３日出谷地

区、４加納地区、５川田谷地区」の５つの生活圏域に分け、都市機能や日常的

なサービス機能を集積させる拠点を配置し「歩いて暮らせるまちづくり」の形

成を図る。（下図） 

 上尾道路及び圏央道 IC の開通により、交通利用圏域が拡大される事から産業

立地など市域に活力を生み出す「広域交通網を活かしたまちづくり」の形成を

図る。 

 生物多様性の維持、自然環境の保全及び農業振興を積極的に行う「水辺と農が

調和するまちづくり」の形成を図る。 

② 集約型の都市構造 

 都市機能や日常的なサービス機能を集積させる拠点を位置づけ、各拠点を公

共交通ネットワークでつなぐことで、暮らしやすさと市域の発展を確保する。 

歩いて暮らせるまちづくり（集約型都市構造）の概念（再掲） 

 

 

 

５ 川田谷地区 

３ 日出谷地区 

１ 既成市街地 

２ 坂田地区 

４ 加納地区 

駅 
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土地利用の構成
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3. 第五次総合振興計画の進捗状況 

 総合振興計画に掲げる将来目標人口 77,000 人に対し、現状、概ね 75,000 人で推移

している。平成２８年３月に策定した桶川市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、

昨今の人口動向を踏まえ、将来目標人口を74,000人とし、現状これを上回っている。 

人口推移（計画との比較） 

 

 

  

現状概ね横ばいで推移 
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 現状、第五次総合振興計画に掲げる将来目標人口７７，０００人は下回っている。し

かし、高齢化率及び年少率を現状と比較すると、現状において年少率は計画を上回

り、高齢化率は下回っていることから少子高齢化は進展していない。 

人口動向の推移（計画との比較） 

 

 

 

参考：人口動向の長期推計（R2：2020 年～R47：2065 年）  
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年齢別人口動向等 

 

 

■ 年齢別人口変化率（過去１０か年平均） 

 

保育 
小学校 中学校 高校 大学 

就労 

転入 転出 転出 転入 

親子の関係（相関関係） 

■子育て環境（保育、教育等） 

■生活環境（防災・生活利便） 

■通学、通勤の至便（公共交通等） 

■子育て環境（保育、教育等） 

■生活環境（防災・生活利便） 

■通学、通勤の至便（公共交通等） 

■生活環境（防災・生活利便） 

■高齢福祉、健康長寿 

幼児を持つ世帯の転入 
← 大学卒業、就労による転出 → 

← 小中高は大きな変動はない → 
← ファミリー層の転入（戸建て取得等） → 

← 子どもの独立等に伴う住み替え転居 → 

就労（結婚・定住・子育て） 

定年（地域コミュニティ・福祉・健康） 

６ヵ年 
６ヵ年 

３ヵ年 
３ヵ年 ４ヵ年 

想定１０ヵ年 

想定２０～３０ヵ年 

就職 

  子 親 
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土地利用進捗状況 
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■ 進捗状況一覧（全頁参照） 

生活

圏域 
拠点等の概要 事業状況（数字は全頁№） 

既成市街地 
都市拠点 

６ 東口駅前広場等整備事業（用地買収） 

６ OKEGAWA hon プラス+ 

・市立中央図書館の整備 

６ 羽田空港行高速バス停留所整備 

６ 駅東口エレベーター整備 

６ 駅自由通路改修（工事） 

観光まちづくり拠点 ― 

坂 田 地 区 地域生活拠点 

１３ 公民複合施設（スマイルピアザ）整備 

・坂田コミュニティセンター 

・坂田図書館の整備 

１３ 土地区画整理事業の推進（坂西換地処分） 

日出谷地区 

地域生活拠点 

５ 大型商業施設誘致 

５ 市民活動サポートセンター整備 

５ 土地区画整理事業の推進（下東工事完了） 

コミュニティ拠点 
１１ 日出谷保育所、子育て支援センターの整備 

１１ 土地区画整理事業の推進（上南工事完了） 

加 納 地 区 

コミュニティ拠点 ９ 加納公民館の耐震改修整備 

観光まちづくり拠点 １０ べに花ふるさと館の改修整備 

複合開発エリア １２ 企業誘致支援（建設） 

川田谷地区 

コミュニティ拠点 
８ 農業センター改修事業（設計） 

８ 生涯学習センター改修事業（設計） 

観光まちづくり拠点 
４ （仮称）道の駅おけがわ整備事業（公募準備） 

２ 桶川飛行学校平和祈念館整備 

複合開発エリア 
７ 企業誘致支援（協議会設置） 

３ メガソーラ―誘致 

公園・みどりの拠点 １ 城山公園バーベキュー場リニューアル 
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 本市の立地特性及び施策の達成状況等を踏まえると現状と課題は次のとおりと

なる。 

 

項目 プラス要因 マイナス要因 

内部環境 
住宅都市【強み】 

（生活利便） 

産業振興【弱み】 

（企業誘致、観光） 

外部環境 
広域圏化【機会】 

（圏央道ＩＣ開設） 

人口減少【脅威】 

（少子高齢化） 

 

課題等概念図 
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4. 参考資料 

桶川市都市計画図 
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桶川市土地利用現況図 

 

 

 


